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市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） 
昭和61年 

わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもっであらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

⑥心身ともに健康で、明るい家庭をつくります 

0自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります 

0文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 
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印 刷 尚北斗オフセット ょかわら 
市の人口 総数51,652人（男24,799・女26,853）世帯数14,977 (10月31日現在） （毎月2回 1日・15日発行） 

、
 
毎
号

と
じ

こ
ん
で

く
だ
さ
い
。
 

き
っ

と
お

役
に

立
ち

ま
す
。
 

（
秋
の
火
災予
防
運動

】
 

チ
ビ
ソ

コ
消
防
士
が
防
火
を

呼
び

か
け
）
 

「火
の
用
心
、
マ
ッ
チ
ー
本

火
事
の
も
と
。
火
の
用
心
お
願

い
し
ま
ー
す
」
 
秋

の
火
災

予
防
運
動
「
百
目

の
十
月
二
十

九
日
、
今
年
五
月
結
成
さ
れ
た

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
達

が
街
の
交
差
点
に
立
ち
、
道
行
 
 

、
 

く
人
々
に
防
火
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
 

こ
の
日
は
梅
田
、
中
川
、
さ

か
え
な
ど
六
つ
の
ク
ラ
ブ
か
ら

約
百
八
十
人
が
参
加
。
そ
ろ
い

の
法
被
（
は
っ
ぴ
）
と
は
ち
巻

き
姿
で
寺
町
、
大
町
、
旧
ロ

ー
 
 

タ
リ
ー
な
ど
六
か
所
の
交
差
点

で
午
前
十
時
か
ら

一
時
間
に
わ

た
り
、
 
「防
火
の
大
役
、
あ
な

た
が
主
役
」
と
書
か
れ
た
防
火

ス
テ
ッ
カ
ー
（
壬

一
百
枚）
を

手
渡
し
な
が
ら
、
チ
ビ
ッ
コ
消

防
士
達
は
か
わ
い
い
声
で
一
生
 
 

懸
命
に
防
火
を
訴
え
て
い
ま
し
 

た
 。

 こ
の
街
頭
広
報
は
、
地
域
防

災
協
会

（
飛
嶋圭
央
会
長
）
や

消
防
本
部
と
と
も
に
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。
 

ま
た
、
同
月
二
十
七
日
に
は

二

日
婦
人
消
防
官
」
の
委
嘱

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は

田
中
由
利
子
さ
ん
（
丸
友
デ
パ
 

ー
ト
）
、石
田
は
る
み
さ
ん
（
丸

英
で
ん
き
）
、
斎
藤
実
佳
子
さ

ん
（
木
村
石
油
）
、
出
町
富
士

子
さ
ん
、
渋
谷
暁
子
さ
ん

（
以

上
鶴
田
電
子
）
の
五
人
が
委
嘱

さ
れ
、
彼
女
達
は
消
防
車
と
と

も
に
管
内
を
オ
ー
プ
ン
カ
ー
で

約
三
時
間
に
わ
た
っ
て
パ
レ

ー
 

ド
し
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
火
災
予
防
運
動
期

間
中
に
は
、
消
防
団
に
よ
る
防

火
パ
レ
ー
ド
、
高
層
建
築
物
で

の
消
防
総
合
訓
練
、
高
齢
者
へ

の
防
火
思
想
普
及
の
た
め
の
防

火
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
も

行
わ
れ
ま
し
た
0
 

「
火
の
用
心
、
お
願
い
し
ま

r
 
 」
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総会で制度改善を強く訴える森田市長 
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森
田
市
長
が
制
度
改
善
を
強
く
訴
 

+ 

4- 	.,'J 

縛+: 

去
る
十
月
ニ
十
九
日
、
福
島

県
会
津
若
松
市
で
「
第
百
九
回

東
北
市
長
会
総
会
」
が開
か
れ
、
 

森
田
市
長
が
「
義
務
教
育
諸
学

校
施
設
整
備
の
充
実
強
化
に
つ

い
て
」
を提
案
し
、満
場
の
賛
同

の
も
と
に
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
議
案
の
内
容
は
、
 

1
小
・
中
学校
建
設
に
伴
う
全

て
の
付
帯
工
事
に
必
要
な
経

費
を
国
庫
補
助
対
象
と
し
、
 

併
せ
て
起
債
（
借
金
）
対
象

と
す
る
こ
と
。
 

2
大
規
模
改
修
事
業
に
係
る
国

庫
補
助
制
度
等
を
次
の
と
お

り
改
善
す
る
こ
と
。
 

①
補
助
対
象
範
囲
を
木
造
建

物
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
。
 

の
現
行
で
は
二
千
万
円
以
上

の
改
修
事
業
が
補
助
対
象

と
な
っ
て
い
る
が
、
 一
千

万
円
以
上
の
工
事
を
補
助

対
象
と
す
る
こ
と
。
 

か
補
助
事
業
費
枠
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
地
方
負
 
 

担
分
の
全
額
を
起
債
対
象

と
す
る
こ
と
。
 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
国
に
特

段
の
措
置
を
要
望
す
る
と
い
う

も
の
。
 

現
行
の
制
度
で
は
小
・
中
学

校
を
建
設
す
る
場
合
、
校
舎
、
 

体
育
館
と
も
必
要
面
積
は
学
級

数
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、
し
か

も
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
自
転
車
置
場
等
は
補

助
対
象
に
な
ら
な
い
う
え
に
起

債
の
対
象
と
も
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
市
町
村
負
担
を
大
きく
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市
で
は
、
成
人
式
を
来
年
 

ノ
 

<
 
J
 

《
 

 

一
月
三
日
に
行
い
ま
す
。
 

一
 

(
 

対
象
者
は
、
市
民
で
昭
和
 

(
 

r
 
I
 

 

四
十
一
年四
月
一
百
か
ら
昭
 

'
 

(
 

I
 

和
四
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
 

r
 

"
 
'
 

に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

対
象
 

)
 

し
て
い
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

ま
た
、
大
規
模
改
修
補
助
事

業
に
つ
い
て
の
採
択
基
準
は
、
 

建
築
後
十
五
年
以
上
経
っ
た
非

木
造
の
建
物
で
工
事
費
が
二
千

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
が
対
象

要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
財
政
が
厳
し
い
現
状
で
、
 

本
市
の
よ
う
に
今
な
お木
造
校

舎
の
占
め
る
割
合
が
高
い
市
町

村
に
お
い
て
は
、
建
物
の
改
築

は
も
と
よ
り
改
修
工
事
す
ら
難

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

者
に
は
、
士

一月
初
め
に
通

知
し
ま
す
。
 

お
間
い
合
わ
せ
は
、
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
廿

⑩
一
一
一
一一
番
 
内線
一
一四

八
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

・

，
 

議

F
舞
‘
，
 

同
総
会
で
決
議
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
制
度
改
善
に
向
けて

の
運
動
に
弾
み
が
つ
く
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
で

は
、
今
後
と
も
国
に
対
し
、機

会
あ
る
ご
と
に
強
く
働
き
か
け

て
い
く
考
え
で
す
。
 

轟
 

成
人
式
は1
月
る日
 

に
行
い
ま
す
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市
で
は
十
月
二
十
七
日
、
市

民
文
化
会
館
で
市
社
会
福
祉
大

会
を
開
き
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
市
民
の
福
祉
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
や
市
民
生
児
童
委
員
連

絡
協
議
会
な
ど
と
共
催
で
開
い

て
い
る
も
の
で
、
今
回
が
二
十

九
回
目
。
会
場
に
は
市
民
約
「
1
 

百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
平
山
誠
敏
市
社

会
福
祉
協
議
会
長
が
式
辞
を
述

べ
た
後
、
森
田
市
長
が
「
本
大
 

会
の
開
催
を
契
機
に
、
本
市
の

福
祉
が
今
後
一
層
推
進
さ
れ
る

よ
う
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
社
会
福
祉
に
功

労
の
あ
っ
た
前
田
登
さ
ん
な
ど

四
十
二
人
、
二
十
三
団
体
に
表

彰
状
、感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
県
知
事
代
理
の
天

内
繁
一
西
北
福
祉
事
務
所
長
、
 

県
社
会
福
祉
協
議
会
長
代
理
の

金
谷
正
弘
同
副
会
長
、
川
浪
直

治
市
議
会
議
長
e
三
人
が
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
受
彰
者
を
代
表
し

て
石
岡
由
次
さ
ん
が
「
本
日
の

栄
誉
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今

後
と
も
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽

く
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
式

を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
同
大
会
で
は
式
典
に

先
立
ち
一
野
坪
小
六
年
の
小
野

修
身
さ
ん
、
五
四
中
三
年
の
荒

関
昇
さ
ん
と
藤
森
と
き
子
さ
ん
、
 

五
一
高
三
年
の
渋
谷
洋
子
さ
ん
、
 

そ
れ
に
市
老
連
会
長
の
葛
西
専

造
氏
の
五
人
が
「私
達
の
や
っ

て
い
る
こ
と
J
rボ
ケ
と
老
人
」
 

「J
R
c
と
の
出
合
い
」
な
ど

に
つ
い
て
意
見
発
表
し
、
出
席
 

者
に
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
ま

た
、
 「地
域
福
祉
と
社
協
の
あ
 

り
方
」
と
題
し
て
県
社
協
常
務

理
事
の
中
村
晃
さ
ん
が
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
 

受
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
で
 

す
。
 

（敬
称
略
）
 

*
 
*
 
*
 
*
 

◇
表
彰
状
贈
呈
 

前
田
登
（
末
広
町
）
 

毛
内
徳
栄
、
山
田
則
昭

（
以
ト
 

広
田
）
 

木
村
勝
四
郎
（
稲
実
）
 

松
沢
松
治
郎
（
川
山
）
 

渋
谷
松
四
郎
、
鰐
田
春
悦
（
以
 

L
田
川
）
 

外
崎
清
三
（
長
橋
）
 

灘鋤訟第四唖所順耐会観大会1 
奮事’ 
籍1 

* 
市社会福祉大会であいさつを述べる森田市長 

,
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網蝕功騎冒な習暑表膨 
市社会福祉大会を開く 

石
谷
一
昭
、
秋
田
吉
太
郎
（
以
 

ヒ
沖
飯
詰
）
 

高
橋
義
雄
、
成
田
喜
代
治
（
以
 

上
神
山
）
 

石
岡
由
次

（福
山
）
 

土
岐
菊
己
（
豊
成
）
 

小
田
桐
長
蔵
（
水
野
尾
）
 

前
田
藤
四
郎
、
土
岐
誠
一
、
柳
 

谷
美
代
治
（
以
上
梅
田
）
 

太
田
裕
康
、
山
口
昭
造

（
以上
 

飯
詰
）
 

新
谷
志
郎
（
前
田
野
目
）
 

楠
美
秀
也
、
福
士
時
雄

（
以L
 

高
野
）
 

川
口
喜
代
美
（
原
子
）
 

若
葉
青
年
部
（
若
葉
）
 

松
野
礼
子
（
杉
の
子
児
童
館
）
 

木
村
佳
一
、
神
勝
夫
（
以
上
松
 

島
町
）
 

津
軽
三
味
線
秀
栄
会
（
柏
村
）
 

小
田
桐
 
教
（
下
平
井
町
）
 

木
村
喜
一
郎
（
漆川
）
 

長
内
ち
原
（
持
子
沢
）
 

松
本
考
一
（
工

「
崎
）
 

◇
感
謝
状
贈
呈
 

神
吉
太
郎

（
新町
）
 

茶
道
遠
州
会
津
軽
西
海
支
部
（大
 

町
）
 

普
明
会
教
団
高
岡
支
部
（
富
山
 

県
）
 

昭
和
パ
ー
ル
会
（
本
町
）
 

五
所
川
原
口
ー
タ
リ
ー
クラ
ブ
 

阿
部
克
己
（
羽
野
木
沢
）
 
 

平
山
 
寛
、
坂
本
甚
作
（
以
上

姥
落
）
 

五
所
川
原
歌
謡
ク
ラ
ブ

（
ー
ツ

谷
）
 

中
川
兵
一
 
（豊成
）
 

工
藤
文
男
（
七
ッ
館
）
 

五
所
川
原
地
区
更
生
保
護
婦
人

会
 

船
水
富
士
男
・
弘
子
（
石
岡
）
 

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
青
森
支
部

青
年
部
五
所
川
原
分
会
 

木
村
孝
次
郎
山
町

）
 

津
軽
三
味
線
滝
栄
会
（
漆
川
）
 

伊
藤
健
四
郎
（
原
子
）
 

五
所
川
原
高
等
学校
生
徒
会

照
秀
会
五
所
川
原
支
部
（鳥
森
）
 

タ
ザ
ワ
ダ
ン
ス
ル

ー
ム
（
旭
町）
 

み
ん
な
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
青
森

実
行
委
員
会
五
所
川
原
拠
点
園

松
緑
神
道
大
和
山
本
部
（
平
内

町
）
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

曹
洞
宗
西
北
五
寺
院
会
 

五
所
川
原
中
央
口
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
 

小
山
内
賢
造
（
本
町
）
 

相
互
タ
ク
シ

ー
岡
従
業
員
一
同

敷
島
町
青
年
部
（
敷
島
町
）
 

五
所
川
原
市
保
護
司
会
 

葛
西
専
造
、
中
三
ハ
ン
ド
ル
会
 

（
以上
本
町
）
 

五
所
川
原
第
一
中
学
校
生
徒
会
 



Jレフを楽しーむ 
参加者達 
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立
派
な
牛
だ
な
モ

ー
 

市
初
の
肉
用
牛
共
進
会
 

グ
冒
ウ
ン
ド

〇
田
ル
ワ
腰
編
レ
い
な
 

市
初
の

講
習
会
を

開
く
 

昭和61年（1986年）11月15日 

羅
細
獅驚
難

鷲
鷲
鷲
 

舞
響
」
鱗鰯
鱗
麟
舞欝
麟
 

市
で
は
毘
沙
門
牧
場
で
十
月

二
十
一
日
、本
市
初
の
肉
用
牛

共
進
会
を
開
き
ま
し
た
。
 

こ
の
共
進
会
は
、
畜
産
農
家

の
飼
育
技
術
の
向
上
と
畜
産
の

振
興
を
は
か
る
た
め
に
、
市
農

業
ま
つ
り
協
賛
と
し
て
開
い
た

も
の
で
、
市
内
の
農
家
か
ら
自

慢
の
黒
毛
和
牛
二
十
四
頭
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
 

共
進
会
で
は
、
木
造
家
畜
保

健
衛
生
所
の
島
川
英
一
郎
課
長
、
 
 

北
地
方
農
林
事
務
所
の
久
保
健

課
長
の
二
人
が審
査
員
と
し
て
、
 

発
育
の
状
況
、
毛
質
、
皮
の
厚

さ
、
品
の
良
さ
な
ど
を
厳
正
に

審
査
し
て
い
ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

特
別
優
等
賞
 
葛
西
 
治
（
太

刀
打
）
 

◇
雌
子
牛
の
部
 
①
須
藤
義
男
 

（姥
落
）
②
太
田
裕
康

（飯

詰
）
③
葛
西
純
治
（七
ッ
館
）
 

◇
去
勢
子
牛
の

部
 
①
間
山

政
広
（戸
沢
）
 

②
太
田
裕
康
 

（飯
詰
）
③

間
山
政
広
（
戸

沢
）
 

◇
未
経
産
牛
の
 

部
 
①
太
田

裕
康
（飯
詰
）
 

命
」
斎
藤勝
義
 

（飯
詰
）③
成

田
正
幸
（
高
 

瀬
）
如
 

高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
 

い
つ
も
明
る
い
笑
い
声
と
と
も
 

「昭
和
六
十
一
年
度
市
少年

の
主
張
発
表
大
会
」
が
十
月
「
1
 

十
日
、
働
く
婦
人
の
家
で
開
か

れ
、
予
備
審
査
で
選
ば
れ
た
市

内
の
小
・
由
字生
十
二
人
が
日

頃
考
え
、
感
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
市
教
育
委
員
会

な
ど
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で

今
回
で
六
回
目
。
 
 

に
楽
し
め
る
“生
涯
ス
ポ
ー
ツ
〉
 

と
し
て
今
、
全
国
的
に
人
気
が

高
い
 
「グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
」
 
の
市初
の
講
習
会

が
十
月
二
十
六
日
、市
営

球
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

一
 
こ
の
講
習
会
は
、
市
教

育
委
員
会
と
市
体
育
指
導

員
協
議
会

（三
H
昭
三
会

長
）
が
共
催
し
、
大
学
生

以
上
を
対
象
に
開
い
た
も

の
で
、
男
女
約
百
二
十
人

が
参
加
。
参
加
者
は
、
一
一

十
代
か
ら
八
十
代
と
幅
広

く
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も
 

会
場
に
は
父
母
や
児
童
、
生

徒
な
ど
約
二
百
人
が
出
席
し
、
 

発
表
内
容
に
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
 

審
査
の
結
果
は
、次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

◇
小
学
校
の
部
 

市
長
賞
 

田
中
優
美
（
鶴
ケ
岡
小
6
)
 

教
育
長
賞
 
 

の
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
 

専
用
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ
ー
ル
、
 

そ
れ
に
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
使
用

し
て
、
ゴ
ル
フ
の
よ
う
に
ボ

ー
 

ル
を
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
打
ち
、
ホ
 

ー
ル
イ
ン
す
る
ま
で
の
打
数
を

競
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
場
所

に
よ
っ
て
距
離
や
ポ
ス
ト
の
数

を
自
由
に
設
定
で
き
、
し
か
も

ル
ー
ル
も
か
ん
た
ん
、
高
度
な

技
術
も
必
要
と
せ
ず
、
ど
こ
で

も
だ
れ
で
も
手
軽
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
人
気
が

高
ま
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

野
上
貢
智
紀
（
中
央
小
6
)
 

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞

柴
田
信
子
（
中
央
小
6
)
 

青
少
年
問
題
協
議
会
長
奨
励
賞

益
田
陽
子
（
五
小
6
）
、
佐

藤
淑
美
（
同
5
）
、
 二
P
知

春

（
南
小6
)
 

◇
中
学
校
の
部
 

市
長
賞
 

斎
藤
順
子

（
五二
中
g
)
 

こ
の
日
、
参
加
者
は
市
体
育

指
導
員
や
市
教
委
職
員
約
十
五

人
を
講
師
に
、
ゲ
ー
ム
の
ル

ー
 

ル
や
用
具
の
使
い
方
な
どを
ひ

と
と
お
り
学
ん
だ
後
、
六
人
ず

つ
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
競
技
会

を
開
催
。
 

こ
の
日
は
時
折
り
小
雨
が
降

る
と
い
う
、
あ
い
に
く
の
天
候

と
な
っ
た
も
の
の
、
参
加
者
は

初
め
て
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
を
十
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
 

教
育
長
賞
 

三
善
真
紀
（
五
一
中
2
)
 

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞

葛
西
里
美
（
五三
中
1
)
 

青
少
年
問
題
協
議
会
長
奨
励
賞

新
岡
春
香
（
五
一
中
2
）
、
 

野
呂
順
一
（
三
好
中
3
）
、
 

尾
崎
 
功
（
五
三
中
2
)
 

r
 

r
 



●

マ
 

長

一
 

る
ら

す
か

励
左

激
ぐ
 

嘗
 

関
 

際
 

刻
 

市
目
 

翠
 

広域観光シンポ開かれる 

東日流（つがる）路を 

二曳事  売り込めノノ 

寓
化
向
上
⑩

た
め
が
施
ば
②

て
J
 

市
民
総
合
文
化
祭
関
係
者
を
激
励
 
 

市
民
総
合
文
化
祭
協
賛
 

川
柳
、
俳
旬
の
各
県
大
会
開
か
れ

る
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市
文
化
振
興
会
議
 

（
敦賀
喜
久
蔵
会
長
）
主

催
の
「
市
民
総
合
文
化

祭
」
が
十
月
二
十
六
日

か
ら
始
ま
り
、
森
田
市

長
が
そ
の
関
係
者
を
激

励
し
て
回
り
ま
し
た
。
 

こ
の
文
化
祭
は
、市

民
の
芸
術
文
化
の
交
流

と
振
興
を
図
ろ
う
と
市

中
央
公
民
館
を
主
会
場

に
開
か
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
二
十
六
回

目
。
参
加
団
体
も
年
々
 
 

増
え
、
書
道
、
絵
画
、
華
道
、
 

詩
吟
な
ど
三
十
一
団
体
に
上
っ

て
い
ま
す
。
 

森
田
市
長
は
 
「文
化
の
日
」
 

の
十
一
月
三
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
の
展
示
・
発
表
会
場
を
訪

ね
、「大
変
ご
く
ろ
う
様
で
す
。
 

市
民
の
文
化
の
向
上
の
た
め
に

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、
 

貴
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
お

祈
り
し
ま
す
」
と
関
係
者
を
激

励
し
ま
し
た
0
 

川
柳
岩
木
吟
社

（小
山
吉
郎

代
表
）
主
催
の
県
下
川
柳
大
会

と
五
所
川
原
俳
句
会

（
成
田千

空
代
表
）
主
催
の
県
下
俳
句
大

会
が
十
月
二
十
六
日
、
本
市
で

開
か
れ
ま
し
た
。
 

県
下
川
柳
大
会
は
、
中
央
公

民
館
に
県
内
各
地
や
秋
田
県
な

ど
か
ら
柳
人
約
七
十
人
が
参
加
。
 

「男
気
」
 
「名
目
」
 
「予
感
」
 

な
ど
七
つ
の
宿
題
、
 「石
の
上

に
も
三
年
」
な
ど
三
つ
の
席
題

と
「
木
偏
一
一
字
読み
込
み
」
 
の

特
別
課
題
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

一
方
、県
下
俳
句
大
会
は
市

民
文
化
会
館
に
俳
人
約
百
人
が

参
加
。
宿
題
と
 
「岩
木
川
」
「火

恋
J
J
な
ど
三
つ
の
席
題
で行

わ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
者
は
、
い
ず
れ
も
皆
真

剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
 

上
位
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

川
柳
大
会
 

O
宿
・
席
題
の
部
 

①
千
島
鉄
男
（
弘
前
）
②
工
藤
 

寿
久
（弘
前
）
③
村
上
志
朗
（
弘
 
 

前
）
 

〇
特
別
課
題
の
部
 

①
工
藤
寿
久

（
弘前
）
②
三
浦
 

敬
光
（
青森
）③
梅
村
北
仙
（
弘
 

前
）
 

俳
句
大
会
 

〇
席
題
、
雑
詠
総
合
 

①
福
士
光
生
（
尾
上
）
(
]）
成
田
 

千
空
（
五
所
川
原
）
（
」
嵩
森ま
 

し
ら

（
青森
）④
）
膚
、
田市
子
（五
 

所
川
原
）
⑤
尾
崎
泉
舛
（
五
所
 

農
）
警
 

, 』‘i" 西
北
五
地
方

の
観
光
資
源
を

ど
う
売
り
出
す

か
を
テ

ー
マ
に

し
た
 
「東
日
流

今
が

る
）
路ふ

る
さ
と
観
光
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
 

が
十
月
十
八
日
、
 

市
民
体
育
館
に

お
い
て
開
か
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
五
 
 

所
川
原
青
年
会
議
所

（
山口
孝

夫
理
事
長
）
が
五
所
川
原
商
工

会
議
所
と
共
催
し
て
開
い
た
も

の
で
、
市
民
は
も
と
よ
り
西
北

地
方
か
ら
約
五
百
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
最
初

に
「
津
軽
古
代
王
国
の
謎
」
 
の

著
者
佐
藤
有
文
氏
が
、
基
調
講

演
で
 
「市
浦
村
の
安
東
遺
跡
山

王
坊
の
再
現
や
安
東
船
の
復
元

な
ど
観
光
客
に
直
接
訴
え
か
け

る
方
策
が
必
要
」
と
提
言
。
 

続
い
て
、
神
崎
宣
武
近
畿
日
 
 

本
ツ
ー
リ
ス
ト
日
本
観
光
文
化

研
究
所
事
務
局
長
、
佐
藤
健
一

県
企
画
課
主
幹
、
横
山
幸
三
郎

山
海
荘
嘱
託
、
春
藤
正
輝
春
藤

家
具
店
専
務
、
そ
れ
に
佐
藤
有

文
氏
の
五
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
は
、
神
崎
氏

の
西
北
地
方
の
観
光
調
査
と
青

矢

ム
議
所の
観
光
ス
ラ
イ
ド
を

た
た
き
台
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
観
光
振
興
策

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
ま
た
、
西
北
五
特
 
 

産
品
大
即
売
会
も
開
か
れ
、
り

ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
、ヒ
バ
工
芸
品
、
 

水
産
加
工
品
な
ど
が
安
価
で
販

売
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
 

同
会
議
所
で
は
、
こ
れ
ら
の

提
言
を
基
に
広
域
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
反
映
さ
せ
て
い
く
考

え
で
す
。
 

⑤昭和61年（1986年）11月15[ 1 
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“ど
う
や
っ
た
ら
有
利
な
資
金
運
用
が
で
き
る
か
一
 
低
金

利
時
代
を
迎
え
、“財
テ
ク
ー
プ
ー
ム
と
い
わ
れ
る
な
か
、
消
費

者
の
関
心
は
少
し
で
も
有
利
な
投
資
先
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
金
利
や
年
金
で
生
活
し
て
い
る
お
年
寄
り
層
の
経
済
的

不
安
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
悪
徳
業
者
は
、
こ
の
よ
う
な
消
費

者
の
関
心
や
不
安
に
付
け入
り
、
暴
利
を
む
さ
ぽ
ろ
う
と
し
て

い
る
の
で
す
。
 

そ
こ
で
、
悪
徳
商
法
に
よ
る
消
費
者
被
害
を
防
ぐ
た
め
「
特
 

定
商
品
等
の
預
託
等
取
引
契
約
に
関
す
る
法
律
」
が
、
十
一
月

ニ
十
ニ
日
ま
で
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
警
察
で
は
十
一
月

に
全
国
一
斉
の
「
生活
経
済
事
犯
集
中
取
締
り
」
を
実施
し
て
、
 

悪
質
業
者
の
取
締
り
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

悪
徳
商
法
か
ら
消
費
者
を
守
る
法
律
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
を
Q
&
A形
式
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
悪
徳
セ
ー
ル
ス
マ

ン
の
勧
誘
を
ど
う
防
げ
ば
よ
い
の
か
を
見
て
み
ま
し
ょ
ー
フ
。
 

「預
託
等
取
引
契

約
」
に
関
す
 

麟藤購 
Q
 

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪
 

ね
て
き
て
、
金
地
金
の

購
入
を
強
引
に
勧
め
ら
れ
ま
し

た
。
 「金
の
現
物
は
会
社
で
預

か
っ
て
運
用
し
、
 一
年
間
で確

実
に
一
割
の
配当
を
す
る
」
と

の
こ
と
。
う
ま
い
話
に
は
違
い

な
い
が
、
豊
田
商
事
の
例
も
あ

り
ま
す
の
で
不
安
で
す
。
会
社

の
業
務
内
容
や
財
産
の
状
況
を

知
り
た
い
の
で
す
が
、
 「絶
対

に
も
う
か
る
」
を
繰
り
返
す
ば

か
り
で
、
契
約
内
容
も
は
っ
き

り
し
ま
せ
ん
。
大
丈
夫
で
し
よ

う
か
。
 

A
 豊田
商
事
の
金
の
「現

物
ま
が
い
商
法
」
 
に
よ

る
消
費
者
被
害
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
だ
 
 

わ
た
し
た
ち
の
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
裁
判
所

で
進
行
中
の
破
産
手
続
で
明
ら

か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
被

害
者
数
二
万
七
千
人
余
、
被
害

総
額
は
約
一
千
百億
円
に
も
の

ぽ
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
「
現
物
ま
が
い

商
法
」
の
悪
質
な
取
引
を
規
制

し
、
消
費
者
被
害
の
再
発
防
止

を
図
る
た
め
の
、
 「特
定
商
品

等
の
預
託
等
取
引
契
約
に
関
す

る
法
律
」
（
通
商産
業
省
提
出
）
 

が
、
今
年
五
月
十
六
日
に
国
会

で
成
立
、
同
一
一
十三
日
に
公
布

さ
れ
ま
し
た
（
十
一
月
二
十
一
一

日
ま
で
に
施
行
さ
れ
ま
す
）
。
 

規
制
の
対
象
は
 

「預
託
等
取
引
契
約
」
 

こ
の
法
律
の
規
制
の
対
象
と

な
る
取
引
は
 損
託
等
取
引
契

約
」
で
す
。
 

預
託
等
取
引
契
約
と
は
、
顧

客
が
通
商
産
業
省
令
で
定
め
る

期
間
以
上
の
間
、
政
令
で
指
定

す
る
「
特
定
商
品
」
ま
た
は
「施

設
の
利
用
権
を
業
者
に
預
け
、
 

そ
の
期
間
が
経
過
し
た
後
に
、
 

何
ら
か
の
財
産
上
の
利
益
が
顧

客
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
約
東

さ
れ
て
い
る
な
ど
の
契
約
の
こ

と
で
す
。
 

法
律
で
は
、
こ
の
契
約
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
事
項
を
定
め

て
い
ま
す
。
 

①
響
面
交
付
の
義
務
付
け
 

業
者
は
、
契
約
を
結
ぶ
ま
で

に
、
契
約
の
あ
ら
ま
し
と
業
者
 
 

の
業
務
・
財
産
の
状
況
を
記
載

し
た
書
面
を
顧
客
に
交
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
 

契
約
を
結
ん
だ
と
き
は
、
契
約

の
内
容
と
そ
の
履
行
に
つ
い
て

の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
顧

客
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

②
勧
誘
行
為
な
ど
の
規
制

業
者
は
、
契
約
の
締
結
ま
た

は
更
新
に
つ
い
て
勧
誘
す
る
と

き
、
政
令
で
定
め
る
重
要
な
事

項
に
つ
い
て
故
意
に
事
実
を
告

げ
な
か
っ
た
り
、
 ま
た
は
不
実

の
こ
と
を
告
げ
て
は
な
ら
な
い
。
 

ま
た
、
業
者
は
顧
客
を
脅
迫
す

る
言
動
で
勧
誘
す
る
な
ど
の
不

当
な
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

③
書
類
閲
覧
の
義
務
付
け

業
者
は
、
業
者
の
業
務
及
び

財
産
の
状
況
を
記
載
し
た
書
類

を
事
務
所
に
備
え
置
き
、
預
託

者
の
求
め
に
応
じ
て
閲
覧
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

④
業
務
停
止
命
令
等
 

①
、
③
に
違
反
し
た
行
為
が

行
わ
れ
、
か
つ
引
き
続
き
行
わ
 

ノ
、
《
 

、
、
 
メ
、
 
 

れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
、
主

務
大
臣
は
業
者
に
、
 一
定
期
間

の
勧
誘
・
業
務
の
停
止
な
ど
を

命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

⑤
預
託
者
側
の
契
約
解
除
権
 

m
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ制
度

の
導
入
廿
顧
客
は
、契
約
後
、
 

書
面
が
交
付
さ
れ
て
か
ら
十
四

日
間
は
無
条
件
で解
約
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

m
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ期
問

経
過
後
の
契
約
解
除
権
廿
顧
客

は
、
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間

経
過
後
で
も
解
約
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
、
業
者
の

請
求
で
き
る
損
害
賠
償
や
違
約

金
の
額
は
契
約
額
の
一
〇
％
以

内
に
制
限
さ
れ
る
。
 

◇
 

◇
 

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
悪
質

な
取
引
は
実
質
禁
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
被
害
を
防

ぐ
に
は
、
や
は
り
各
自
の
注
意

が
必
要
で
す
。
 

＠
政
令
・
省
令
に
つ
い
て
は
法

律
施
行
ま
で
に
公
布
さ
れ
ま

す
。
 

《
 



①
何
の
用
？
 

し
っ
か
り
聞
こ
う
 

身
分
と
用
件
 

悪
徳
業
者
は
、
身
分
を
偽
っ

た
り
、
販
売
の
意
図
を
隠
して

消
費
者
に
近
づ
い
て
き
ま
す
0
 

不
審
に
思
っ
た
こ
と
は
ど
ん
ど

ん
聞
い
て
、
ど
ん
な
用
件
か
を

確
か
め
ま
し
ょ
う
。
 

②
お
か
し
い
と
 

思
っ
た
と
き
は

ド
ア
開
け
ず
 

悪
徳
業
者
は
、
ド
ア
を
開
け

さ
せ
て
家
の
中
に
入
り
込
む
こ

と
が
最
大
の
関
心
で
あ
り
、
 一

た
ん
家
の
中
に
入
り
込
む
と
何

時
間
で
も
し
つ
こ
く
勧
誘
し
ま

す
。
お
か
し
い
と
思
っ
た
と
き

は
、
う
か
つ
に
ド
ア
を
開
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

⑥
し

つ
こ
い
な
 

そ
ん
な
相
手
は
 

一
一
〇
番
 

し
つ
こ
さ
に
負
けて
契
約
す
 

る
ケ
ー
ス
も
多
 

“
 ●
 

戸
よ
う
で
す
c
 

乃
議

ま
 

③
も
う
か
り
ま
す

そ
ん
な
言
葉
に
 

ご
用
心
 

こ
の
世
に
“う
ま
い
話
〉
は

あ
り
ま
せ
ん
。
う
ま
す
ぎ
る
話

は
お
か
し
い
と
疑
っ
て
か
か
っ

て
く
だ
さ
い
。
 、
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⑤
勇
気
出
し
 

は
っ
き
り
言
お
う
 

「
い
り
ま
せ
ん
」
 

中
途
半
端
な
態
度
で
は
つ
け

こ
ま
れ
ま
す
。
毅
然
と
し
た
態

度
で
断
り
ま
し
よ
う
。
 

⑨
契
約
は
し

て
も

お
金
は
後
払
い
 

契
約
と
同
時
に
代
金
を
全
額

払
っ
て
し
ま
う
と
、
後
で
解
約

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
支
払
い
は
、
冷
静
に
考
え

る
期
間
を
お
い
て
か
ら
に
し
ま

し
よ
う
。
 

⑦
迷
っ
た
ら
 

一
人
で
悩
ま
ず
 

ま
ず
相
談
 

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
口
車
に
の

っ
て
契
約
す
る
の
は
後
悔
の
も

と
。
迷
っ
た
ら
自
分
で
即
断
せ

ず
第
三
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
 

（
⑧
サイ
ン
し
て
 

く
あ
と
で
し
ま
っ
た
 

も
う
遅
い
 

契
約
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と

と
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
言
っ
た

こ
と
が
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
た
 

こ
ん
な
こ
と
も
よく
あ
り

ま
す
。
サ
イ
ン
す
る
場
合
は
、
 

よ
く
契
約
書
を
読
ん
で
か
ら
に

し
ま
し
よ
う
。
 

⑩
あ
な
た
で
す
ノ

自
分
の
財
産
 

守
る
の
は
 

悪
徳
業
者
は
、
だ
ま
し
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
て
、
あ
な

た
の
心
の
ス
キ
を
狙
っ
て
き
ま

す
。
迷
っ
た
り
、
優
柔
不
断
な

態
度
は
禁
物
で
す
。
賢
い
消
費

者
と
し
て
の
知
識
を身
に
つ
け
、
 

大
切
な
財
産
を
あ
な
た
自
身
で

守
り
ま
し
よ
う
。
 

財
 
産
 

（加
越
郊
 

（
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
1
0か
条
）
 

悪
徳
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
“標
的
一
は
、商
取
引
や
資
産
形
成
に
不
慣
れ
な
お
年
寄
り
や
主
婦
、
 

若
年
層
で
す
。
 “う
ま
い
話
）
で
近
づ
き
、
巧
み
な
セ
ー
ル
ス
・
ト
ー
ク
や
強
引
な
態
度
で
契

約
を
さ
せ
る
“悪
徳
商
法
ー
 
セ

ー
ル
ス
了
ノ
の
“わ
な
）
に
かか
ら
な
い
た
め
の
防
衛
策
を
考

え
て
み
ま
し
よ
う
。
 

④
あ
ゃ
し
い
ぞ
 

人
の
フ
ト

コ
ロ
聞
く
業
者
 

悪
徳
業
者
は
、
あ
な
た
の
財
産
を
 

「
」
 
、
（
、

一
 
根
こそ
ぎ
奪
二
て
し
ま
お
う
と
し
て
 

（
、
し
臼
に
轟、
い
 い
ま
す
。
預
金
高
の
こ
と
を
聞
か
れ
 

、A山
画
、
穂
）
ジ
）
て
も
、
し
ゃ
べ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

凄
、
）
ー
』ハ
A
ン
‘
 ま
た
、
印
鑑
や
貯
金
通
帳
を
渡
す
の

は
絶
対
禁
物
。
 

悪
 徳
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
 

クう
ま
い
話
）
に
は勿わ
な
）
があ
る
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11月は 

固定資産税 

第4期 

健康保険税 
第5期 

の納期です。 
（市収納課） 
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こ
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、ノ
う
I
一
、、ノ
こ
、I
一
一
ー
、「I
ー
こ！
、
、！
一
、ー
一
7

こ、1

、
、ノ
ミ
ノ
に
、ノ
ー
、ー
、
・
 

目
く
国
炎
⑨
審
国
冒
日
目
会
国
目
胞
炎
日
目
 

マイ ル ドセフぐン 
1箱（220円）につき、 
41円40金誉がたばこ

消費税として市の
収入になります。 

国
鉄
五
所川
原
 
青
森間
快
速
司

石
木

」
発
車

利

用
客

の
便
利

さ
が

向

上
 

誠
曾
編
雄
践
易
吻
刻
臣
吻
熱
「襲
舞
 

パ

ー
カ

ー
さ
ん
 

二
嘉
瞬
 
薄
陵
臓
籍
本

末
を

訪

れ
者
慈

甘
い
 

国
鉄
の
十
一
月
一
日
ダイ
ヤ

改
正
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
快
 
 

速
列
車
「岩
木
」
の
発
車式
が
、
 

十

一
月
一
日
の
午
前
十
一
時
七
 

分
、
五
所
川
原
駅
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

国
鉄
五
所
川
原

・

青
森
間
に
は
、
快
速

列
車
「
深
浦
（
五
所

川
原
駅
・
午前
八
時

十
八
分
）
」
が
一
往
 

復
運
行
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、こ
れ
に
「岩
 

木
」
が
加
わ
り
二
往

復
と
な
り
、
利
用
者

に
と
っ
て
は
グ
ン
と

便
利
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
、
五
所
川

原
・
弘
前
間
の
普
通

列
車
も
本
数
が
増
え
 

段
と
便
利
に
な
って
い
ま
す
。
 

同
駅
で
は
こ
の
日
、快
速
「岩

木
」
 
の
発車
を
祝
っ
て
寺
本
紀

彬
秋
田
鉄
道
管
理
局
施
設
部
長
、
 

森
田
市
長
、
川
浪
直
治
市
議
会

議
長
、
村
上
純
一
商
工
会議
所

会
頭
、
花
田
正
大
町
振
興
会
会

長
、
そ
れ
に
 
「一
日
駅
長
」
 
の

委
嘱
を
受
け
た
ミ
ス
り
ん
ご娘

の
今
博
子
さ
ん
の
六
人
が
テ
ー
 

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
列
車
に
は
約
百
一
一

十
人
が
乗
車
し
、
ま
ず
ま
ず
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
 

・
奉
 

「十
一
年
前
に
は大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
」
と
米
国
ニ

ュ
ー
ョ
ー
ク
市
に
住
む
ジ
ェー

 

ム
ス
・
パ

ー
カ
ー
さ
ん
（
翌

が
十
月
二
十
五
日
、
飛
嶋
圭
央
 
 

さ
ん
（
柳
町
・
会社
経
営
）
と

と
も
に
市
役
所
を
訪
れ
、
吉
岡

助
役
と
懇
談
し
ま
し
た
。
 

パ
ー
カ
ー
さ
ん
は
、五
十
年

八
月
か
ら
一
年
間
、五
所
川
原

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
第

一
回交
換
留
学
生
と
し
て

五
所
川
原
高
校
に
在
籍
、
 

飛
嶋
さ
ん
宅
で
寝
食
を
と

も
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て

帰
国
後
、
母
国
で
高
校
、
 

大
学
を
出
て
現
在
は
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
銀
行
に
勤
め

て
い
ま
す
。
 

今
回
、
東
京
へ
の
業
務

出
張
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

そ
の
合
間
を
み
て
本
市
を

訪
れ
た
も
の
。
 

パ
ー
カ
ー
さ
ん
は
、市
長
公

室
に
掲
げ
て
あ
る
ね
ぶ
た
絵
を

見
な
が
ら
、
大
変
上
手
な
日
本

語
で
「ね
ぶ
た
が
懐
か
し
い
」
 

と
留
学
生
当
時
の
思
い
出
や
留

学
後
の
こ
と
、
自
分
の
仕
事
の

こ
と
な
ど
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
 「今
日
の
自
分
が
あ

る
の
は
飛
嶋
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
、
 

私
を
見
守
っ
て
く
れ
た
五
所
川

原
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
 

そ
の
ほ
ん
の
お
礼
で
す
。
体
育

の
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
 

と
百
ド
ル
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
れ
を
パ
ー
カ

ー
 

さ
ん
の
希
望
に
そ
っ
て
市
体
育

協
会
基
金
に
預
託
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
十
月
二
＋
七
日
、
働

く
婦
人
の
家
で
 
「働く
婦
人
の

家
運
営
委
員
会
委
員
」
十
二
人

を
委
嘱
し
ま
し
た
。
 

同
委
員
は
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
働
く
婦
人
の
家
の
運
営
上

の
基
本
的
な
事
が
ら
に
つ
い
て
、
 

調
査
審
議
を
行
う
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、市
長
代
理
の
吉

岡
助
役
が
一
人
ひと
り
に
委
嘱

状
を
手
渡
し
た
後
、
 「働
く
婦

人
の
家
の
運
営
に
あ
た
っ
て
ご

指
導
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
 

委
嘱
さ
れ
た
人
は
次
の
と
お
 
 

り
で
す
。
 

（
敬
称
略）
 

津
嶋
伶
子
、
兼
平
貞
子
、
上

田
幸
代
、
田
中
巴
、
柳
谷
ひ
と

み
、
沢
田
た
け
、
飛
嶋
寛
造
、
 

川
村
恒
儀
、
小
野
勝
章
、
西
村

喜
美
、
久
保
純
一
、
佐
々
木
明

子
 

一
 

r
 

(
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あなたも詩吟を 

やってみませんか 

	 ーー 	‘ 	I 
+ 
十 

I 

五所川原吟詠会（崎野清蔵会長）では 

会員を募集しています。 

初心者大歓追に；・す。 

レ練習日時 毎週月曜日 

午後 6時30分から 8時30分まて、 

レ練習場所 中央公民館 

レ連絡先 ”選）1263（新町 ニオカ） 

レその他 性別・年令等は間いません。 

薫
 

難

五
所川
原
俳句
会提

供
 

い
く
た
び
も
稲
の
垂
穂
を
掌秤
に
 

三
上
 
北
人

枯
萎
を
引
け
ば
俄
か
に
空
ば
か
り
 
鳴

瀬
 
牛
角
 

ー
い
き
 

さ
と
 

芋
茎
切
れ
ば
陽
の
渦
淡
き
母
の
郷
 
尾
崎
 

山丞
卿

野
に
の
こ
る
花
の
む
ら
さ
き
秋
深
む
 
敦
賀
 
晴
川

転
作
の
豆
の
枯
れ
ざ
ま
癌
怖
し
 

松
川
 
青
雅

雪
来
る
か
鳩
を
ふ
や
し
岩
木
川
 
成

田
 
千
空

洋
次
郎
逝
く
時
雨
る
る
闇
の
赤
い
星
 
増
田
木
亘
子
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闘鷺器者職業訓練校」 
レ応募資格 

①義務教育修了者又は、 これと同等以上の学

力があると認められる身体障害者の方。 

（②身体障害の程度は、伝染性疾患、精神疾患、 

てんかん性疾患、及び症状の固定していな

い方を除き 1年間の訓練に耐えられる方。 

ン募集科目 電子機器、洋裁、和裁、製版印

刷、製本、軽印刷、製くつ、義肢装具、理

容、経理事務、 デザイ ン。 

レ訓練期問 1か年（62年 4 月から63年 3 月

まで’) 
詳しいことは、本校（云022 - 233 - 3124番 

= r983 イ山台市台原 5 丁目15番 1号）へどう

ぞ、。 

応援します 

愛されるお店づくり 

× 	環境衛生金融公庫ノ 
公庫では、厚生大臣から振興計画の認定を

受けた環境衛生同業組合の皆さんに、営業の

振興や経営の安定化に役立つ運転資金（融資

割12 千 7 百万円以内、利率年6.4%、期間 5 年

以内） を融資しています。 

お店の新・増・改築や器具の購入に必要な

設備資金も従来どおり利用できます。 

詳しくは、環境衛生公庫業務部（云O 3 
582 -5416番） または県環境衛生同業

組合、環境衛生営業指導センターにお問い合

わせください。 

年金住宅融資質1, 000Jfl9」 
ン受付期間 62年、月 5 日まで（第 3 回） 

D利用できる人 厚生年金保険に加入してい

て、 その期間が 3 年以上ある人。 

レ資金の使いみち 住宅新築、マンション、 

建売住宅、中古住宅の購入資金、およ1び増

改築などの住宅改良資金。 

レ融資額 所要資金の80誓不以内で最高 1,000 

万円（一般貸イ寸プラス特別貸付） まで。 

レ融資利率 年5.75,-i:（一般貸付 61年 4 月 

1 日現在） 

レ返済期間 5 年から35年まで。 『ステッフ。 

償還』 も可。 

詳しいことは、県厚生年金勤労者住宅協会 

（胃0177受③）2077番）又は県保険課へどうぞ。 , 
：・・・縄文住居展示資料館の 

愛称・シンボルマーク・ 
マスコットマーク募集 

	 木 造 町・・・ 
D応募資格 制限なし。 …人何点でも各部門に応募可。自作、 

未発表のもの。 
レ応募方法と規格 

①愛称 官製はがき使用し、 I枚につき  1点とし、簡単な説 

明をつける。 住所、氏名、年令、性別、職業、勤務先（在 
学校生は学校名、学年）、電話連絡先を記入。 

②シンボルマーク・マスコットマーク共通 用紙はB5版 
( 18, 2cm X 25 . 7cm）の白ケン ト紙とし、 1枚にーっき L点。 
図案の裏面に図案の説明と、愛称と同様に住所、氏名等を 
記入。 作品は折りまげないて％ 

レ応募締切 12月20日 （当日消印有効） 
作品の送付と間い合わせは、木造町地域振興課（電＠21ii 

番 内線 8番 〒038 - 31 木造町字萩野6の11）へどうぞ。 
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L嚢憎具島恐驚嚢蝉嚢嚢●こ聖慧息 g 監恐息 

L ミ昌ドッグ号目LE9 包 g 
市では 40歳」』よ上の市民を対象に成人病の早期発

見、早期治療を目的としたミニドックを実施して

います。 対象となる人は積極的に受けるようにし

てーください。 

◇実施医療機関◇ 

小 笠 原 内科医 院 白 生 会 胃 腸 病 院 

兼平内科小児科医院 佐 	々 	木 	医 	院 

川崎胃腸科内科医院 佐藤内科小児科医院 

冨田胃腸科内科医院 佐藤仁外科胃腸科医院 

西 北 中 央 病 院 荘 司 内 科 医 院 

木 村 内 科 医 院 白戸胃腸科外科医院 

田辺胃腸科外科医院 森 	田 	診 療 所 

対馬内科小児科医院 三 	好 診 療 所 

中 村 内 科 医 院 森内科小児科医院 

増 田 	病 院 江 	渡 	医 	院 

復 明 	堂 医 院 健生病院五所川原診療所 

「1つ目刀M旦在圭 47 、ノえ11士p三火【コ 
~乙月V)1禾1遅て7 ノブー十日談日」 

レ日時 12月 5 一 12・19・26ロ（毎週金曜日） 

午前10時～午後 3時 

レ内容 保健婦が血圧測定・尿検査を含めた

健康相談に応じますので、赤ちゃんからお

年寄りまで、お気軽にご利用ください。 

お問い合わせは、市衛生課（か内線268番）ノ×。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

レ受付時間 午後1日寺-1時30分 

ン持参するもの 母子イ建康手帳、バスタオ

ル。 3才児は尿検査も行いますので、当日き

れいに洗った小ビンに尿を入れてもってきて

くださし、。 

※注意 （ユ)6カ月児健康相談の際に、神経

芽組切包腫（小児がん）の検査セッ トを配付し

ますが、当日つごうで来れない場合は検査セ

ッ トを衛生課窓口にて配付いたしますので、 

6カ月、 7カ月の赤ちゃんは、ぜひおいでく

ださし、。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さ

んはご遠慮ください。 

月 	令 対 象 児 期 日 内 	容 

3 か 月 児 S 61年 8月生 12月 9 日（大） 健康診査 

6 か 月 児 S 61年 5月生 12月16日（火） 健康相談 

1 	歳 	児 S 60年11月生 12月22日（月） 健康相談 

1歳 6か月児 S 60年 6月生 12月23日吹） 健康診査 

3 	歳 	児 S 58年 7月生 12月18日（オく） 健康診査 

お問い合わせは、市衛生課（廿内線 268・272番） 

へどうぞ。 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

ff35-201 9番 
（救急医療部会） 

移動保健所’一ーく 
五所川原保健所 

健康チェックにまたとない機会です。 多

数おいで、くださし、。 

レ日時 12月 2 日（火） 午前 9時30分～11時

レ場所 高野文化センター 

）内容 （①身長、体重測定 く②尿、血液検

査 （③血圧、心電I<1 貧査 （④栄養指導 （⑤

総合健康診断 （⑥）保健指導 （⑦）その他

レ料金 無料 

お問い合わせは、五所川原保健所（h（国） 

2108番） または市衛生課（廿内線 272番） 

戸 	へどうぞ。 

ン実施期間 昭和62年 2月28日ぐDまで。 

レ実施時間 医療機関によつて実施時間が違い

ますので申し込み時にお知らせいたします。 

ン受診方法 受診を希望する人は、市衛生課窓

口に保険証を持参のうえ、受診記録票の交付を受

け、希望する医療機関で受診してください。 

レ受診料 1,000円（申し込み時） 

ただし 70歳以上の方、生活保護世帯、市民税非

一 課税世帯の方は無米斗（申し込みの際証明書を提出

してーくださし、）。 

ン診査科目 診察、身体測定、心電図、尿検査、 

貧血検査、肝機能検査。 

レ問い合わせ先 市衛生課（内線 272番） 
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